
１　物価高騰対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                          　単位：千円

事　業　名 金額 説　　明

（新規）
運輸事業者等燃油高騰対策

交通イノベーション推進課

電気料金等の高騰に伴う県
有施設の維持管理経費の増

（ 総 ） 総 務 課

２　新型コロナウイルス関連事業

事　業　名 金額 説　　明

介護サービス事業所等に対
するサービス提供体制確保

介 護 高 齢 課

令和５年度１１月補正予算　主要事業一覧

310,808

○運輸・運送事業の収縮による県民生活への影響を防ぐため、燃
料価格高騰の影響を受ける路線バスを自主運行している事業者及
び貨物運送事業者に対し支援。

・支援額
　・自主運行路線バス　　車両１台あたり15千円
　・営業用貨物自動車　　車両１台あたり10千円
　・営業用軽貨物自動車　車両１台あたり 3千円
・支援要件
　・バス：時刻表等のオープンデータ化、GunMaaS上での
　　　　　デジタルチケット販売などGunMaaS普及に向け
　　　　　た取組を行うこと
　・貨物：環境エネルギー対策に係る計画策定などの取組を
          行うこと

142,417

〇燃料費の高騰により、県有施設における電気料金等に不足が見
込まれるため増額。

・指定管理施設　17施設

705,470

○新型コロナウイルス感染症の発生した介護施設等のかかりまし
経費を補助（今年度の発生状況等を踏まえた増額。現計予算
823,421千円→補正後1,528,891千円）

・対象経費：①緊急時の人材確保費用
　　　　　　②職場環境の復旧・整備費用
　　　　　　③緊急時の応援派遣等費用
　　　　　　④施設内療養費用
・財　  源：地域医療介護総合確保基金

※本事業実施のため、地域医療介護総合確保基金に705,470千円
を積立の上、取崩



３　給与改定 　　　　　　　　　　　　　　                              　　     　　　　　　　　単位：千円

事　業　名 金額 説　　明

給与改定

各 課

４　その他

事　業　名 金額 説　　明

（新規）
ＭａａＳ社会実装支援

交通イノベーション推進課

（新規）
母子保健・児童福祉一体的
相談支援機関整備

児 童 福 祉 ・ 青 少 年 課

38,512

○GunMaaSでのサブスクリプション型サービスの実現に向け、前
橋市が実施する、路線バスの車載ＩＣカードリーダーのマイナン
バーカード連携に係るシステム構築・改修費について支援。

・補助対象経費：広域幹線バス、主要路線バスのICカード
　　　　　　　　リーダーをマイナンバーカードに連携させる
　　　　　　　　ためのシステム構築・改修費
・補助率：県1/2、市1/2

2,287,684

6,300

○市町村が令和６年４月に設置する、母子保健と児童福祉相談機
関を一体化した「こども家庭センター」の施設整備に補助。

・改修工事　1施設（前橋市）6,300千円
・補助率　県(安心こども基金）9/10、市町村1/10

○人事委員会勧告等に基づく給与改定による増額。

(1)一般職
　①月例給
　・給料表の引上げ(平均改定率0.9％)
　・初任給調整手当（医師・歯科医師）の引上げ
　　(平均改定率0.19％）
　②特別給(ボーナス)
　・期末・勤勉手当の引上げ（+0.1月、4.40月→4.50月）
(2)知事等特別職
　・期末手当の引き上げ（+0.1月、3.30月→3.40月）



５　債務負担行為の補正 　　　　　　　　　　　　　                                   　　　　　　　　　　　単位：千円

事　業　名 金額 説　　明

防災ヘリ事故慰霊登山道設
置

消 防 保 安 課

（新規）
敷島公園新水泳場整備運営

都 市 整 備 課

中小企業向けゼロ県債

環 境 森 林 部

県 土 整 備 部

指定管理者の指定に伴う協
定の締結

環 境 森 林 部

県 土 整 備 部

［23,100,000］

○敷島公園新水泳場の設計・建設・運営維持管理業務をＰＦＩ方
式で実施するため、令和６年度～令和25年度の債務負担行為を設
定。
　

【今後の予定】
・令和5年12月　 ＰＦＩ事業の入札公告
・令和6年度　 　落札者の決定、事業契約の締結
・令和6年度以降 現水泳場の解体、新水泳場の設計・建設
・令和10年度　  供用開始
・令和11年度　 「湯けむり国スポ・全スポぐんま」の会場
　　　　　　　　として利用予定

［2,000,000］

［478,035］

○以下の施設について、令和６年度以降の協定締結のための債務
負担行為を設定。

①群馬県野鳥の森施設　　　　　　　　34,795千円（R6～10）
②伊香保森林公園及び憩の森　　　　　84,000千円（R6～8）
③赤城森林公園及び赤城ふれあいの森　15,460千円（R6）
④さくらの里　　　　　　　　　　　　56,990千円（R6～10）
⑤桜山森林公園　　　　　　　　　　　19,315千円（R6～10）
⑥みかぼ森林公園　　　　　　　　　　19,000千円（R6～10）
⑦21世紀の森　　　　　　　　　　　　61,600千円（R6～10）
⑧群馬の森　　　　　　　　　　　　 186,875千円（R6～10)

○年末から年度末にかけての公共事業端境期対策として、来年度
予算の前倒し発注を行う「ゼロ県債（本年度分の支出がゼロの債
務負担行為）」を活用し、中小企業への発注量を確保。

・環境森林部：  200,000千円
・県土整備部：1,800,000千円

［141,600］

○登山道の設置に向けた設計を進めた結果、工事費の増加及び工
期の長期化が判明したことから、令和７年度までの債務負担行為
を設定。

・総事業費　190,000千円
　　　　　　（R5　48,400千円、R6～R7　141,600千円）
・工期　　　R5～R7年度
※R5年度予算は当初予算で計上済み。R6及びR7年度分を今回債務
負担行為として新たに設定。


